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●中国地方のマンションストック戸数 

広島県のストック戸数は政令指定

都市の広島市が 97,342戸と、県全

体の 7 割以上を占めている。マン

ション化率が最も高いのは中区の

32.74％で、中国・四国地方におい

て唯一 30％を超えている。また、

東区・南区・西区も軒並み 20％を

上回っている。広島市以外では府

中町のマンション化率が群を抜い

ている。同町は自動車メーカー「マ

ツダ」の本社が所在する企業城下

町であること、全国でも珍しく一つ

の市（広島市）に四方を囲まれて

いる特性上、昔から広島市のベッ

ドタウンという位置付けであること

が要因として挙げられる。 

岡山県のストック戸数のうち、政令

指定都市の岡山市が 26,765 戸と

県全体の 76.9％のシェアを占めて

いる。岡山市内では北区のストック

戸数が群を抜いており、マンション

化率も県下で唯一 10％を超えてい

る。築年別のストック戸数を見る限

り、北区ではコンスタントなマンショ

ン開発が為されている。 

山口県のストック戸数は下関市の

8,310 戸が最多で、県庁所在地の

山口市を大きく引き離している。こ

れは人口・経済規模が県下最大で

あることが要因と考えられる。一方、

マンション化率を見ると、周南市が

8.10％とストック戸数が最多の下

関市を押さえてトップとなっている。

周南市は国際拠点港湾である徳

東京カンテイ、中国・四国地方の分譲マンションストック戸数＆普及率を市区町村別に調査・分析 

マンション化率は広島市中区の 32.74％が最大、東区・南区・西区も 20％台で続く  

多くのストックが県庁所在地に集中する中、広島県の府中町や香川県の宇多津町では高い普及度合い 
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山下松港とともに石油関連企業の工場を中心に企業が集積するなど事業集積性が高く、これらに接する形で市街

地が形成された暮らしやすい都市となっている。早い時期から分譲マンションの供給が行われてきたエリアの一つ

であり、直近にかけても駅前再開発に伴って供給が継続している。 

島根県のストック戸数は県庁所在地であり山陰最大の人口を擁する松江市が 5,204 戸と県全体の 75.8％のシェア

を占めており、一極集中していることが見て取れる。また、鳥取県のストック戸数は米子市の 3,230 戸が最多で、全

国の県庁所在地の中で一番人口が少ない鳥取市を上回っている。県全体でのシェアはこれらの都市だけで 94.6％

を占めており、供給立地がかなり偏っている。中国・四国地方における県庁所在地のマンション化率は概ね 5％を

上回っているが、鳥取市は 3.47％と相対的に低く、県下で最も大きい米子市でも 4.83％に留まっている。 

 

●四国地方のマンションストック戸数 

香川県のストック戸数のうち、県庁

所在地の高松市は 22,537 戸と県

全体の 79.1％のシェアを占めてい

る。マンション化率を見ると、宇多

津町が 18.00％と四国全体でトップ

となっている。1988 年 4 月に本州

の岡山県倉敷市と四国の香川県

坂出市を結ぶ瀬戸大橋が開通し

たことを受けて、同町でも四国の

玄関口として商業施設や観光施設

が立ち並ぶこととなり、市街化が急

速に進んだ。 

愛媛県のストック戸数のうち、県庁

所在地の松山市は 19,460 戸と県

全体の 79.0％のシェアを占めてい

る。マンション化率も松山市の

7.79％が最も高く、一定以上の分

譲マンションが長期間に渡ってコン

スタントに供給されている。 

高知県のストック戸数のうち、県庁

所在地の高知市は 12,786 戸と県

全体の 98.6％を占めており、一極

集中の度合いは中国・四国地方に

おいて突出している。マンション化率は高知市の 7.84％が最大で、他の行政区は 1％にも達していない。 

徳島県のストック戸数のうち、県庁所在地の徳島市は 8,918戸と県全体の 82.1％を占めている。掲出した県下の行

政区では唯一コンスタントな供給が行われている。次点の鳴門市は「築 21年～30年」だけで 77.2％を占めている。

これは兵庫県南あわじ市と徳島県鳴門市を結ぶ大鳴門橋が 1985 年 6 月に開通し、兵庫県神戸市方面に通じる神

戸淡路鳴門自動車道が通った後にマンション開発が盛んに行われていたためであるが、それ以降現在に至るまで

供給実績は確認されていない。マンション化率は徳島市の 7.46％が最大で、鳴門市も 5％台で続いている。 


